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2022年 7月 15日 

各 位 

 

 会 社 名 日本国土開発株式会社 

 代表者名 代表取締役社長  朝倉 健夫 

  （コード番号：1887 東証プライム） 

 問合せ先 取締役管理本部長  曽根 一郎 

 （TEL．03-3403-3311） 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会におきまして、2022年 5月 31日を基準日とする剰余金の配当につ

いて、下記のとおり、2022年 8月 25日開催予定の第 93期定時株主総会に付議することを決議い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．配当の内容 
 

決定額 
直近の配当予想 

（2022 年 4 月 14 日公表） 
前期実績 

（2021 年 5 月期） 
基 準 日 2022 年 5 月 31 日 同左 2021 年 5 月 31 日 

１株当たり配当金 
16 円 00 銭 

（普通配当 10 円 00 銭） 

（特別配当  6 円 00 銭） 

16 円 00 銭 
（普通配当 10 円 00 銭） 

（特別配当  6 円 00 銭） 

16 円 00 銭 
（普通配当 10 円 00 銭） 

（特別配当 6 円 00 銭） 
配 当 金 の 総 額 1,425 百万円 － 1,420 百万円 
効 力 発 生 日 2022 年 8 月 26 日 － 2021 年 8 月 27 日 
配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

   
２．理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして位置付けており、業績

と経営環境を勘案のうえ、企業体質の強化や将来の事業展開に備えるための内部留保を確保し

つつ、安定的な配当を維持することを基本方針としております。この方針に基づき、資産譲渡

等の特殊・特別な損益を除外し計算した、連結配当性向 30％を目標に業績や今後の経営環境な

どを勘案して決定しております。 
上記方針のもと、当期の期末配当金につきましては、直近の配当予想の通り 1 株あたり 16 円

とする予定でおります。これにより中間配当金 10 円を加えた年間配当金は、1 株あたり 26 円

となります。 
なお、今後はより継続的に安定した株主還元を実施するため、株主資本を基準とする

「ＤＯＥ」を採用し、「ＤＯＥ 2.5～3.0％」水準の達成を目指してまいります。 
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（参考）年間配当の内訳 
  一株当たり配当金（円） 

連結配当性向 
第２四半期末 期 末 年 間 

当期実績（2022 年 5 月期） 10 円 00 銭 16 円 00 銭 26 円 00 銭 32.1% 
前期実績（2021 年 5 月期） 10 円 00 銭 16 円 00 銭 26 円 00 銭 30.4% 
 

当期配当金にかかる連結配当性向の算定方法につきましては、直近の配当予想と同様に、配当

金の総額から親会社株主に帰属する当期純利益（但し、資産譲渡等の特殊・特別な損益を除く）

を除す方法により計算しております。なお、2022年 5月期決算短信における連結配当性向は、

30.8％となります。 

以上 


